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※概要（Summary ）： 
マスクアライナーを利用してフォトリソグラフィー

の手法でマイクロリアクタを作成した。反応器に炭化

水素を供給し、脱水素反応を行い触媒上の反応中間体

の観察を顕微紫外分光や顕微赤外分光で行った。 
 
※実験（Experimental）： 
利用装置 
マスクアライナー 
実験方法 
シリコンウェハーを空気酸化してシリコンの上にシ

リカの薄層を形成した。これを基板としスピンコータ

ーでレジストを塗布しマスクアライナーを用いてパ

ターンを転写、TMAH、HFを用いてエッチングし反
応流路を形成させた。再度酸化処理した後に白金触媒

を流路壁面に直接坦持させ流路に石英ガラスや KBr
によるふたをして反応器を完成させた。 
 
※結果と考察（Results and Discussion）： 
1-メチル-1,4シクロヘキサジエンを供給したところ反
応器出口で微量のトルエンが検出されたことから脱

水素反応がおきていることがわかった。このとき顕微

紫外分光装置で流路を観察したところ原料とも生成

物とも違うピークが観察された。これは 1,3 または
1,5-メチルシクロヘキサジエンによる物と推定され 2
重結合が共役化した中間体を経てトルエンが生成す

る経路を示唆している。 
プロパンを供給したところ反応器出口でプロピレン

が検出されたことから脱水素反応が進行しているこ

とがわかった。このとき顕微赤外分光装置で流路を観

察したところπ-アリル種のピークが観察された。こ
れはプロパンがπ-アリル中間体を経てプロピレンへ
となる反応経路を示唆している。 
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